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第９回 バイオマス合同交流会報告

ポス ト資源消耗文明に向けたアルコール・バイオマス研究

新政 権の 鳩 山総 理 が ＣＯ２の２５％ 削 減 を明 言 さ れ、

バイ オ マス 利 活用 の 重 要性 がま すま す 高 まっ て いる

が、 ＪＢＡ で は １９８０ 年 （昭 和 ５５ 年） か ら 長 く 「ア ル コ

ー ル ・ バ イ オ マ ス 研 究 会 ＊」 に お い て バ イ オ マ ス 利 用

につい て情報収集 や講演 会開催 な どを 行って いる。 ま

た、 関連 する他の 学会・ 研究会 との交 流事業も 行っ て

おり、毎年関連５団 体（（社）化学 工学 会 エ ネルギー部 会、

（社）日本 エネ ルギー 学 会 バイ オマス 部 会、
バイ オマス

利 用研 究会、 木質
バイオ マス利用 研 究会、（賄

バイ オイ

ン ダ ス ト リ ー 協 会 ア ル コ ー ル・ バ イ オ マ ス 研 究 会） で の

合同交 流会を 行って いる。 平成２１年 度はＪＢＡ が開催

担当と なり、 「ポス ト資源 消耗 文明 に向 けた ア ルコー

ル・ バ イ オ マ ス 研 究」 と 題 し て、 「第 ９ 回 バ イ オ マ ス 合 同

交流会」を昨年１０月２６日に東京の如水会館で開催した。

冒頭 の４０分間 ほ どは５団 体の 活動 報 告を して、 互

いの活動 内容につ いて情 報交換 を行っ たのち、
バイ オ

マ ス 燃 料や ア ルコ ー ル 飲料 に 関 する 講 演 会が 行 わ れ

た。 まず 最初に、
三 橋秀 一氏 （バイオ エタノ ー ル革 新

技術研 究組 合技術開 発本部 技術部 製造技 術 グルー プマ

ネー ジャ ー） が 「バイ オマス 栽培 か らエタノ ー ル製 造

まで の一貫生 産シス テムの 開発」 と題 した講演 を行っ

た。 三橋氏 は、 新日 本石油 から研 究組 合に出 向し、 世

界をリ ー ドす るオー ルジ ャパン 体制での 国産 技術開 発

を 目 指 し て い る。 こ の 研 究 組 合 は、 平 成 ２１ 年 ２ 月 に

新 日 本 石 油、 三 菱 重 工 業、 ト ヨ タ 自 動 車、 鹿 島 建 設、

サ ッ ポ ロ エ ン ジ ニ ア リ ン グ、 東 レ の ６ 社 で 設 立 さ れ た。

三橋 氏は、 主 に東大 内に設 置さ れた共同 研究 施設にお

いて、 共通基 盤技術 開発
を 行って いる。 今回 の講演 で

は、 組 合 で 行 っ て い る セ ル ロ ー ス 系 バ イ オ マ ス の 利 用

を目指 した、 原料生 産か らバイオ エタノ ール 製造ま で

の最 適化を図 る一貫 した技術 開発 の紹介 とと もに、 バ

イ オ燃 料の必 要性な どを中 心に国 内外で の背景 の解 説

も 含 め た、 幅 広 い 話 題 提 供 を 行 っ た。

次 に、 長 岡技 術科 学 大学 の森 川 康 特任 教授 が 「経

写 真１ 会 場 風 景
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産 省／ＮＥＤＯ セ ルロ ース の 酵 素糖 化 基盤 研究 の進 捗

について」 と 題した 講演を行 った。 森川 教授 は、 平成

２０ 年 か ら ＮＥＤ Ｏ プ ロ ジ ェ ク ト の ＰＬ と し て、 セ ル ロ

ース の酵 素糖化基盤ｉ研究を 行って いる。 これま で国内

の セルラ ーゼ研究者 がそ れぞ れ独 自に行 ってき たセル

ラ ーゼ研 究を、 今回 は一 致団結 してオー ルジ ャ
パン体

制 で 行 お う と い う も の で あ る 。 本
プ ロ ジ ェ ク ト は 、

「バイ オ マス 原 料の 理 解 と酵 素 糖化 メ カニ ズ ム 解明」

「有用微 生物・遺伝子資源 の獲得」「酵素の高効率 生産・

糖化 技術 向上」 と いう３つ の 項目 に分 類 さ れてい る。

ま た、 産業技術 総合研 究所つ
く ばセ ンター に設置 した

ＪＢＡ つ く ば研 究室 に集 中 研機 能 を持 た せて、 統
一 的

な糖 化機能の評 価を行 ってい ること も大き な特徴 であ

る。 講 演 で は、 プ ロ ジ ェ ク ト の 内 容 か ら
ピ ッ ク ア ッ プ

され た４つ の研 究、 ①京 大 グルー プの近赤 外線ス
ペク

トル を用 いたハ イス ルー プットな原 料の 糖化率・ 成分

等の 評価法② 産総研 グルー プの新 規β グルコ シダーゼ

のメ タ ゲノ ム手 法 による 獲 得③ＪＢＡ つく ば研の 酵素

活性 ・糖化能 測定法 の標準 化④ 長岡技術 科学 大、 大 阪

府 大
、
ＪＢ Ａ 共 同 で の Ａｓｐｅｒｇ

弼 μｓ． αｃμ
Ｚεα 砒 ８ 由 来 高 機

能 β グ ル コ シ ダ ー ゼ の ７１ｒ 励 ｏ 鹿ｒ配α． ｒεｅ８ｅゴ で の 発 現、

につ いての 成果と、 プロ ジェク トの 今後の展 望につ い

て 紹 介 が あ っ た。

片 山秀策 氏（（独農 業・ 食品産業 技術総 合研究機 構 バ

イ オ マ ス 研 究 セ ン タ ー セ ン タ ー 長 研 究 統 括 監） は、

「地域 活 性化 のた めの バイ オ マス 利活用 へ 向 けた農 林

水 産省の取 組み」 と題 して、 現在農 水省 で行わ れて い

る バ イ オ マ ス 研 究 に つ い て 紹 介 を 行 っ た。 農 水 省 で は、

これま でに食品 研究 等の分 野で培っ た、 飼 料用作物 生

産 技 術、 発 酵
技 術、 流 通 シ ス テ ム、 な ど の ノ ウ ハ ウ や、

地域 ごとに農 林水産 業拠点 を全 国展開 している といっ

た 強 み を 活 か し て、 原 料 生 産 か ら、 変 換 ・ 利
用 ・ シ ス

テム化 までの 一貫 した研究 体制 に取り 組んでい る。 本

研究開 発は、 ①資源 作物の 育
成 と栽培 技術開発 ②バイ

オマス から エタノー ルへ 等の変 換技術 ③バイ オマス ・

マテリ アル 製造 技術開発 ④バイ オマス利 用モ デルの 構

築 ・ 実 証 ・ 評 価、 の ４ つ
の 大 き な 課 題 に 分 け ら れ て お

り、 大 学、 独
立 行 政 法 人、 公 立 研 究 機 関、 企 業 の 共 同

研 究体制 で精力 的に研究 が進め られてい る。

（独）農業 ・ 食品 産業 技術 総合 研究 機構 食品総 合研 究

所 の鍋 谷 浩志 氏は、 「バイ オ ディ ー
ゼル 燃料生 産～ 世

界の技 術も視 野に入 れた国 内開発 事例の紹 介～」 と題

して、 植物 油脂 や動物
油 脂な どの再生可 能資源 から作

られる軽油 代替 燃料である バイ オディー ゼルに ついて

講演を行 った。 本講演 では、 特 に廃 食用 油を国 内での

現 実 的 な 資 源 と し て フ ォ ー カ ス し、 国 内 で の 現 状、 利

用 状況、 研究 開発課題 な どにつ いて紹 介があっ
た。 ま

た、 鍋 谷氏自 身の最近 の研 究成果で ある、 過 熱
メタノ

ール蒸 気法 についての 発表 があった。 本手 法は、 常 圧

下での 反応 であり、 不 純物 の
影響 が少ない という特 徴

を持っ ている こと から、 廃 油の
よう な不純 物の多い も

のの利 用に は有利 である。 現在パイ ロッ トプラ ントで

の 製造実 験を行 ってお り、 廃油を 原料 として４００Ｌ１日

の 製造能力 が確認 されて いる。 製造コス ト面で
も
、 従

来 法 より も 安 価 に製 造 でき る 可 能性 が 示唆 さ れて い

る。 そ の ほ か に も、 バ イ オ デ ィ ー
ゼ ル 燃 料 利 用 の 国 内

外 での現 状、 ア ジアにお ける油 糧資源 への展開、
非食

用 植 物 で あ る ジ ャ ト ロ フ ァ の 利 用 に つ い て な ど、 幅 広

い話題提 供があっ た。

（独）産 業技 術総 合 研究 所 バイ オマ ス 研 究セ ンタ ー長

坂西欣 也氏は、
「国内外 のＢＴＬ 技術開 発状 況と今後 の

展 開」 と 題 し て、 ガ ス 化 合 成 液 体 燃 料 （ＢＴＬ ：Ｂｉｏｍａｓｓ

Ｔｏ Ｌｉｑｕｉｄｓ） に 関 し て、 国 外 情 勢 や 産 総 研 で の 取 組
み

に つ い て 講 演 を 行 っ た。
バ イ オ マ ス の ガ ス 化 は、

糖 化

と並 んでバイ オマス利 用の 大きな 柱となり 得る技術 で

あ る。 本 講 演 で は、 ＢＴＬ
全 般 に つ い て 背 景、 利 用 状

況、 技 術 開 発 な ど に つ い て 紹 介
が あ っ た。 ま た、 国 外

の 状 況 と し て の 具 体 例 と し て、 特 に ヨ ー ロ ッ パ で の ル

ル ギ社や フォルク スワー ゲン社 での取 組みにつ いて紹

介 が あ っ た。 さ ら に、 ＢＴＬ だ け で な く、 バ イ オ エ タ ノ

ー ルも含 めたバイ オマス 利用 における、 産総研
バイオ

マスセ ンター での取組 みにつ いて、 研 究全 体像の説明

や、 最新 の研究 開発状 況について 紹介 が
あ った。

最 後の講演 と して、「新 ジャン ル
『麦と ホッ プ』 の開

発」 と 題 し た 講 演 が 行 わ れ た。 ＪＢＡ 「ア ル コ ー ル ・ バ

イ オマス 研究 会」 で は、
毎回 「燃 料と して のアルコー

ル」 だ けでな く、
「飲む ア ルコー ル」 につ いて も講演

を 行 っ て い る 。 今 回 は、 サ ッ ポ ロ ビ ー ル ㈱ 新 価 値 開

発 部 の坂 下 聡一 氏 より、 最 近 話題 の 「新
ジャ ンル」

ある いは 「第三 のビー ル」 と 呼ば れる ビー ル風味 のア

ルコ ール 飲料につ いて紹 介された。 この 「第三の ビー

ル」 は 「発泡酒」 とともに近年 人気を集めて いるが、 こ

れらのきちんと した定 義や 「ビー ル」 との違いを知って

いる 人は 多くな い。 本講 演で は、 原料 や製法 によるこ
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れら の 区別 の 仕方 か ら 説明 が あり、 続 いて、 最初 の

「第 三 の ビ ー ル」 で あ る 「 ド ラ フ ト ワ ン」 の 開 発 と、

最 近 に な っ て、 よ り ビ ー ル に 近 い コ ク と 味 わ い を 実 現

させた 「麦 とホ ッ プ」 の 開発 につ いて お話 があ った。

公演 後に は 「第三 の ビー ル」 の 新製 品 「オ フの 贅沢」

が 参 加 者 に 試 供 さ れ、 あ る 意 味 で は 「ア ル コ ー ル ・
バ

イ オマス研究会」の特徴を出 した締めくくりとなっ た。

最 後 に、 ア ル コ ー ル ・ バ イ オ マ ス 研 究 会 会 長 の 長 島

實 氏より閉 会の挨拶 があり、 今後ま すます 再生可 能な

資 源である バイ オマス 利用 の重要性 が高ま る中で
、 国

内の 関係者同 士がこ れまで 以上に 深い ディス カッ ショ

ン をするべき との指摘 があっ た。
バイ オマス の 「使 い

方」 に知恵を 絞り、 利 用体系 を整 理しな がら、 互 いに

競争 しながら も共有す べきも のは共有 し、 しっかり と

した国産 技術 を開 発する こ と が重要 であ る。 本会 は、

産学 官が （さらに 「官」 は農 水省関 連者 も経産 省関 連

者も 一緒に なって） とも に議論 でき る場 であり、 今 後

も関係 者間の 良い交流 の場と なり、 優 れた 国産技術 の

。
．
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写 真２ ア ル コ ー ル ・ バイ オ マ ス 研 究 会会 長 長 島 實 氏

発展 に寄与す ること を祈念す る。

（（独）産業技術総合研究所 主任研究員 矢追克 郎）

＊ 設 立 時 は ア ル コ ー ル 部 会 と 称 し、 平 成 元 （１９８９）年 度

に ア ル コ ー ル 研 究 会 に
、
平 成 ８ 年 度 よ り ア ル コ ー ル・

バ イ オ マ ス 研 究 会 に 改 組。

平成２１年度 アルコール・バイオマス研究会見学会

ＪＡ 全農パイオエタノール製造所 視察・情報交換会を開催

平 成 ２１ 年 １１ 月 １２ 日、 ア ル コ ー ル ・ バ イ オ マ ス 研

究 会 では２９名 の 参加 者 を得 てＪＡ 全農 バイ オ エ タノ

ー ル製造所 視察・情 報交換 会を開催 した。

ＪＡ全 農は平成 １９年 度農 林水産省 「バイ オ燃 料地域

利用 モ デル 実証事 業」 の採 択を 受けて、 新潟県 下にお一
臨
幽

写 真１ 実 サ ン プ ルを 見 せ て い ただ き な が らの レク チ ャー

いて原 料イネ の栽培 からバイ オエ タノー ルの 製造、 エ

タノー ル混合 ガソリ ンの販売 まで を一貫 して行う 事業

に 取 り 組 ん で い る。 バ イ オ エ タ ノ ー ル 製 造 プ ラ ン ト は

平成２０年 １２月 末 に完 成 し、 ２１ 年１月 初 旬よ り 試験

運転を 行い、 ７月 中旬 からは バイ オ燃 料混 合 ガソ リン

の 販売を 開始 している。 本実 証事業 の目的 である 「イ

ネを原料 と した バイオ エタノ ールの 地域エ ネル ギー循

環モ デル づくり」 につ いて実 地に見 聞する 好機と して

視 察 ・ 情 報 交 換 会 を 企 画 し た。

本事業 の主な目 的は 「米を原 料と したエ ネル ギーの

地 産地消」 である。 こ れ以上 荒れた農 地を増 やさ ない

ため にイ ネを原料 と して バイ オエタノ ール を作る とい

うも の。 祖先か ら大切に 受け継 いでき た水 田を次 世代

につ な ぐため、 休 耕田を 活用する 新た な仕組 みと して

注 目 さ れ て い る。

ＪＡ 全農 に い がた 肥 料工 場の 会議 室 をお 借 り して、

処 理 中の 実 サ ン プル を 見せ て い た だき な が らの レク

チ ャー（写真１） と ビデオ視 聴のの ち、 車でＪＡ 全農
バ

バ イ オ サ イ エ ン ス と イ ン ダ ス トリ ー Ｖｏｌ．
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写真 ２ バイ オエ タ ノ ー ル 製造 プラ ン トの 見 学

イオ エタノ ール 製造所 に移動 して説明 を受 けた （写真

２）。 本 事 業 で は 、
バ イ オ エ タ ノ ー ル の 製 造 量 は

１
，
０００ｋＬ／年 （無 水 エ タ ノ ー ル ： ９９．５％

以 上） を 目 標 と

し て い る。

バイ オエ タノー ル製造用 の米 は、 新潟 県内 の農家の

協力 を得て 休耕田等 で栽 培さ れており、 収穫 後食用と

絶対 に混 じらないよ うに、 目で 見て明快 に判別 できる

ウシ、
ブタ飼 料用の 長粒種 「北 陸１９３号」 を用 いてい

る。 多 収 穫 の 品 種 で、 １０ ア ー ル 当 た り ７５０ｋｇ に も 達

する上
、 田
植 えや稲 刈り の時期 が、 食用 の米

と ずれて

いるこ とも利 点であ る。 原 料イネ はカ ントリエ レベー

ター に輸送さ れ乾燥後、 籾の まま長期 保管さ れる。

原 料 イ ネ は、 バ イ オ エ タ ノ ー ル 製 造 プ ラ ン ト に 移 送 後、

籾 摺り を行い、 粉砕 装置 に入れ られ、 水 を投入、 殺
菌

蒸煮を経 て液 化 し、 糖化槽 では デンプン 糖化酵素 を投

入し、 通 常市 販さ れている
パ ン酵 母により エタノ ール

発 酵 を 行 う 。 発 酵 は 丸 ２ 日 間、 ５０ 時 間 ほ ど で ８％ エ タ

ノ ール濃 度で 終了する。 こ れを固 液分離 後、 もろ み塔

で １ 回 目 の 蒸 留 を 行 い、 さ ら に 蒸 留 棟 へ と 移 し、 ９５％

ま で 濃 縮 分 離 し、 脱 水 装 置 を 通 し て ９９．５％ 無 水 エ タ

ノー ルを 製造 する。 そ れを対 岸のＪＡ 全 農新潟 石油 基

地 に お い て ガ ソ リ ン に 直 接 混 合 し、 県 内 １９ カ 所 の

ＪＡ－ＳＳ に て 「 グ リ ー ン ガ ソ リ ン」 と し て 販 売 し て い

る （写真３）。

プラ ント内 には 籾殻 ガス 化 施設 も設置 さ れてい て、

原 料の 籾 と地 域 で発 生 す る 主食 用籾 殻 を ブリ ケ ッ ト
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（圧縮固 形燃 料） 化 （写 真４） して、 エタノ
ール 製造施

設の熱源 として利用 し、 極力化 石
燃料 を使用 しない仕

組 み を 作 っ て い る。 ま た、 ガ ス 化 後 の 残 渣 は、 土 壌 改

良剤 と して 近 隣 農家 の 圃場 で 利用 試 験 も 実施 してい

る
。

当製造 所の最 大の特 長は、 設 備が非 常にコ ン
パク ト

であ る こ と。 発 酵終 了 後 は、 遠 心 分離 し て酵 母 を回

収・再利用 する 連続発 酵方式 で、 発酵 残渣
も飼 料・ 肥

料と して 利用する な ど、
とこと ん再利用 して いるため

排水処 理設備も 基本的 には必 要ない。 なお 製造プラ ン

トおよ び蒸留設 備はス ウェー デンの技 術を、 脱水設備

は三井造 船の技術 をベース に して いる。

モ デル事 業で もあ り、 エタノ ール の製 造量 はＪＡ で

売り切 れる規模 に留め ている が、 社 会情勢 が整え ば規

模の拡大 もあり得 るとの ことであ る。

前日ま での 肌寒い天 気とは 一転、 澄みきっ た初冬 の

午後、 屋 外の見 学も快適 であった。

大 人数に対 応して会 場も別 途用 意 してく ださり、
普

段な かなか見 せてい ただけな い設備 を見学 させて いた

● ご 案 内

”
鱒

轡
輯獄照

写真 ４ ブリ ケッ ト（ＪＡ 全農 提 供）

だ いた。 レク チャ ー してく ださっ たＪＡ 全 農営 農総 合

対策 部 バイ オマス 資源開発 室 後藤 厚室長、
様々な 質

問 にも丁寧 に ご回答く ださっ た同バイオ エタノ ール 製

造 所の 石山 嗣所 長、 最
初か ら最 後ま で お世 話く だ さ

っ た同バイ オ マス 資 源 開発 室 内 海竜 也 副審 査役 を は

じめ 関係者 の皆様に 心より お礼申 し上 げま す。

（矢田美恵子、 穴 澤秀治）

神奈川科学技術アカデミー教育講座

肋 伽ｏ実験医学の技術革新とヒトへの応用コース

カ リ キ ュ ラ ム 編 成 者 ： 慶 鷹 大 学 医 学 部 末 松 誠

講 義 日 ： 平 成 ２２ 年 １ 月 １３ 日、 １９ 日 （２ 日 間）

［主 な カ リ キ ュ ラ ム 内 容］

生 体 内 分 子 イ メ ー ジ ン グ に よ る 生 活 習 慣 病 メ カ ニ

ズ ム の 解 明 ／ 蛍 光 タ ン パ ク 質 で 拡 が る ラ イ ブ イ メ

ージング技術／ 肋 吻ｏ 実験医学における非ヒト

霊長類実験動物の役割／ ガス分子による代謝シス

テム制御の生体内解析と医学応用／生体内代謝の

可 視 化 に つ い て（ＰＥＴ と 質 量 顕 微 鏡 を 主 に）／ 生 体

眼での網膜微小循環動態の評価とその応用／ポジ

ト ロ ン ＣＴ に よ る が ん 診 断 か ら 治 療 へ の 展 開 ／ 脊

髄再生医療の確立に向けて（幹細胞移植と新たな画

像診断技術の開発）

開 催 場 所 ： か な が わ サ イ エ ン ス パ ー ク 内 研 修 室

一 日 受 講 ： ２０，０００ 円 ／ 日

全 日 程 ：（Ａ）一 般３８，０００
円、（Ｂ）ＫＡＳＴ 法 人 賛 助 会

員・（Ｃ）神 奈 川 県 内 中 小 企 業 ３０，４００ 円、

（Ｄ）上 記 以 外 の 神 奈 川 県 内 企 業 ・（Ｅ）神 奈

川 県 内 在 住 の 個 人 の 方 ３４，２００ 円

申 込 締 切 ： 平 成 ２１ 年 １２ 月 １８ 日

募集人員：２０名

〈 問合せ先〉

側）神奈川県科学技術アカデミー教育情報グループ

〒 ２１３－００１２ 神 奈 川 県 川 崎 市 高 津 区 坂 戸 ３－２－１

ＫＳＰ 東 棟 １ 階

ＴＥＬ Ｏ４４－８１９－２０３３ ＦＡＸ Ｏ４４－８１９－２０９７

Ｅ－ｍａｉｌ ｅｄ＠ｎｅｗｋａｓｔ．ｏｒｊｐ

ｈｔｔｐ：〃ｗｗ ｗ．ｎｅｗ
ｋａｓｔ．ｏｒｊｐ
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